
淡路広域水道企業団　南あわじ地域

　　　　平成22年度　水質検査計画

平成22年4月

水質検査計画とは

　水質検査は、水質基準に適合した安全な給水を保障するうえで不可欠であり、水道水の

水質管理において中核をなすものです。

　水質検査計画とは、水質検査の適正化を確保するために水質検査項目と検査頻度等を定

めたものです。

水質検査計画の内容

　1．基本方針

　2．水道事業の概要

　3．水道原水および浄水の水質状況

　4．採水場所

　5．水質検査項目および検査頻度

　6．水質検査方法と検査体制

　7．臨時の水質検査

　8．水質検査計画および検査結果の公表

　9．水質検査の精度と信頼性の確保

　10．関係者との連携

（参考資料）

　・　水質基準項目の解説



　淡路広域水道企業団　南あわじ地域では、皆さまに供給する水が給水栓において水道水

質基準に適合していることを遵守するため、定期に行う水質検査について水質検査計画を

策定し、計画的に水質検査を実施します。

　また、臨時に行う水質検査についても、計画書において、行う際の要件、検査項目およ

び実施方法の原則について明らかにします。

　水質検査計画には、水道法施行規則第15条第4号に定めるところにより、水道事業者が

行う定期の水質検査について、検査すべき事項、当該項目、採水の場所、検査の回数及び

その理由を記載します。

　さらに、水道法第20条第3項の規程により、水質検査を委託する場合における当該委託

の内容について、委託する検査機関、委託する項目、検査方法、精度管理方法及び委託の

理由等にっいて記載します。

　なお、水質検査による測定結果については、評価の上、需要者に対して公表します。

（1）　浄水施設の概要（自己水源によるもの）

　南あわじ地区は、地下水（浅井戸、深井戸）、貯水池水（ダム水を含む）および河川表流

水を自己水源としており、これを市内17箇所の浄水場において水道水質基準に適合する水

に浄水処理し、地域全域に給水しています。その施設概要は表一1に示すとおりです。

表一1．浄水施設の概要（自己水源によるもの）

①緑地区

浄水場名 広田浄水場 中筋浄水場

水源種別

浅井戸（1箇所）

浅井戸（予備3箇所）

深井戸（2箇所）

深井戸（予備1箇所）

浅井戸（1箇所）

浄水方法
凝集沈殿・急速ろ過（計画）

除鉄ろ過

凝集沈殿・急速ろ過

活性炭ろ過

計画浄水量 450m3！日 800m31日

主な使用薬品

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム（計画）
苛性ソーダ（水酸化ナトリウム）（計画）

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム

主たる配水池 新広田配水池 中筋配水池
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②西淡地区

浄水場名 松帆浄水場 慶野浄水場 津井浄水場

水源種別 深井戸（5箇所） 深井戸（1箇所） 表流水（1箇所）

浄水方法 凝集沈殿・急速ろ過 滅菌のみ
凝集沈殿・急速ろ過

活性炭ろ過

計画浄水量 1，440m31日 150m31日 600m3ノ日

主な使用薬品

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム
苛性ソーダ（水酸化ナトリウム）

次亜塩素酸ナトリウム
次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム

主たる配水池 松帆配水池 慶野配水池 津井配水池

③三原地区

浄水場名 上田浄水場 寺内浄水場（暫定使用） 徳長浄水場

水源種別
表流水（2箇所）

深井戸（1箇所）
深井戸（3箇所） 深井戸（3箇所）

浄水方法 凝集沈殿・急速ろ過 除鉄・除マンガンろ過 除鉄・除マンガンろ過

計画浄水量 2，210m3！日 （1，000m31日） 300m31日

主な使用薬品

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム
苛性ソーダ（水酸化ナトリウム）

次亜塩素酸ナトリウム
次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム

主たる配水池 高区配水池
中区配水池

低区配水池
佐礼尾配水池

浄水場名 松田浄水場（予備） 野原浄水場（予備） 三原浄水場

水源種別 深井戸（2箇所） 深井戸（2箇所） 表流水（2箇所）

浄水方法 除鉄・除マンガンろ過 除鉄・除マンガンろ過 凝集沈殿・急速ろ過

計画浄水量 （600m31日） （650m31日） 5，200m3！日

主な使用薬品 次亜塩素酸ナトリウム 次亜塩素酸ナトリウム

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム

炭酸ナトリウム

主たる配水池 松田配水池（加圧配水） 野原配水池（加圧配水）
高区配水池
佐礼尾配水池
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④南淡地区

浄水場名 長見山浄水場 原田浄水場 生子浄水場

水源種別 表流水（1箇所） 表流水（1箇所） 表流水（1箇所）

浄水方法
凝集沈殿・急速ろ過

活性炭ろ過
凝集沈殿・急速ろ過 凝集沈殿・急速ろ過

計画浄水量 1，350m31日 600m31日 2，070m31日

主な使用薬品

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム
苛性ソーダ（水酸化ナトリウム）

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム
苛性ソーダ（水酸化ナトリウム）

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム
苛性ソーダ（水酸化ナトリウム）

主たる配水池
長見山高区配水池

　長見山配水池
原田配水池

生子高区配水池

生子低区配水池

浄水場名 河内谷浄水場（予備） 倉川浄水場 南淡浄水場

水源種別 深井戸（1箇所） 表流水（1箇所） 表流水（1箇所）

浄水方法 凝集沈殿・急速ろ過 凝集沈殿・急速ろ過 凝集沈殿・急速ろ過

計画浄水量 （1，050m31日） 230m31日 1，900m31日

主な使用薬品

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム
苛性ソーダ（水酸化ナトリウム）

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム
苛性ソーダ（水酸化ナトリウム）

次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム

　炭酸ナトリウム

主たる配水池 河内谷配水池 倉川配水池
潮美台配水池

河内谷配水池

（2）　受水施設の概要

南あわじ地区は自己水源によるものの他に、兵庫県水道用水供給事業（以下、県営水道

とする）から3箇所の受水池（倭文配水池、志知配水池、阿那賀配水池）で水道水を受水

し、南あわじ地区に給水しています。その施設概要は表一2に示すとおりです。

表一2．受水施設の概要

系　　　統 兵庫県水道用水供給事業

地　区　名 緑地区 西淡地区

受水池名 倭文配水池 阿那賀配水池 志知配水池

計画受水量 1，000m31日 2，000m31日 1，500m31日
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　南あわじ地区の水源種別は、地下水（浅井戸、深井戸）、貯水池水（ダム水を含む）およ

び河川表流水と多岐にわたっています。これらの水源における過去の水質試験結果から、

水源種別ごとの水質汚染要因と水質を管理する上で特に留意すべき水質基準項目は表一3

に示すとおりです。

表一3．水質汚染要因と留意すべき項目

水源種別
水質汚染の要因
（水質監視のポイント）

水質管理において特に

留意すべき水質基準項目
その他の留意すべき事項

地下水 生活排水 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 クリプトスポリジウム指標菌

（浅井戸、 工場排水 フッ素及びその化合物 （大腸菌、嫌気性芽胞菌）の監視

深井戸） 畜舎等排水 ・亜鉛及びその化合物

地質由来 ・鉄及びその化合物

・マンガン及びその化合物

・カルシウム、マグネシウム等

（硬度）

蒸発残留物

有機物（TOC）

濁度

色度

貯水池水 地質由来 ・アルミニウム及びその化合物 クリプトスポリジウム指標菌

（ダム水含 藻類プランクトン 鉄及びその化合物 （大腸菌、嫌気性芽胞菌）の監視

む） 畜舎等排水 マンガン及びその化合物

カルシウム、マグネシウム等

（硬度）

蒸発残留物

ジェオスミン

2一メチルイソボルネオール

濁度

・色度

表流水 降雨 フッ素及びその化合物 クリプトスポリジウム指標菌

生活排水 ・カルシウム、マグネシウム等 （大腸菌、嫌気性芽胞菌）の監視

工場排水 （硬度）

畜舎排水 蒸発残留物

・濁度

・色度
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　水質検査のための浄水の採水は、原則として各浄水場または受水池の系統ごとに1箇所

以上の給水栓により行うものとし、市内26箇所を採水場所として選定しています。表一4

にその採水場所を示すとともに、図一1に配水区系統別の採水場所、図一2にその採水位

置を示します。

　なお、原水については各々の水質が異なるため、すべての水源（取水停止中または予備

水源を含む）で採水します。

表一4．浄水場系統別の採水場所（給水栓水）

　　浄水場

（受水場を含む）
水源種別 浄水方法

主となる

配水池

採水場所
（給水栓水）

位置図上

の番号

【緑地区】

広田浄水場
地下水
（浅井戸、深井戸）

凝集沈殿・急速ろ過

　　　　　　（計画）

除鉄ろ過

新広田配水池 広田保育園 ①

山添配水池 山添公会堂 ②

中筋浄水場 地下水（浅井戸）
凝集沈殿・急速ろ過

活性炭ろ過
中筋配水池 南あわじ市緑庁舎 ③

県営水道受水 浄水受水 倭文配水池 神道公会堂 ④

【西淡地区】

松帆浄水場 地下水（深井戸） 凝集沈殿・急速ろ過 松帆配水池 志知川消防屯所 ⑤

慶野浄水場 地下水（深井戸） 滅菌のみ 慶野配水池 慶野公会堂 ⑥

津井浄水場 貯水池水
凝集沈殿・急速ろ過

活性炭ろ過
津井配水池 丸山海水浴場給水栓 ⑦

県営水道受水 浄水受水 志知配水池 志知口加圧所 ⑧

県営水道受水 浄水受水 阿那賀配水池 伊琵オートキャンプ場 ⑨

【三原地区】

上田浄水場
表流水
地下水（浅井戸）

凝集沈殿・急速ろ過

三原浄水場 表流水 凝集沈殿・急速ろ過

高区配水池
南あわじ市
サイクリングターミナル ⑩

中区配水池

南あわじ市学校

給食センター
⑪

寺内浄水場
（暫定使用）

地下水（深井戸） 除鉄・除マンガンろ過 入田公会堂 ⑫

低区配水池 大榎列公堂 ⑬

徳長浄水場 地下水（深井戸） 除鉄・除マンガンろ過

佐礼尾配水池 市徳長水源前給水栓 ⑭
三原浄水場 表流水 凝集沈殿・急速ろ過
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　　浄水場

（受水場を含む）
水源種別 浄水方法

主となる

配水池

採水場所
（給水栓水）

位置図上

の番号

【三原地区】

松田浄水場（予備） 地下水（深井戸） 除鉄・除マンガンろ過 松田配水池 小榎列公会堂 ⑮

野原浄水場（予備） 地下水（深井戸） 除鉄・除マンガンろ過 野原配水池 高公会堂 ⑯

【南淡地区】

長見山浄水場 貯水池水
凝集沈殿・急速ろ過

活性炭ろ過
長見山配水池 かるも公会堂 ⑰

原田浄水場 貯水池水 凝集沈殿・急速ろ過 原田配水池 南あわじ市児童館 ⑱

生子高区配水池 稲田南公会堂 ⑲
生子浄水場 貯水池水 凝集沈殿・急速ろ過

生子低区配水池 八幡北公会堂 ⑳

仁頃公会堂 ⑳
河内谷浄水場
（予備）

地下水（深井戸） 凝集沈殿・急速ろ過

河内谷配水池 吹上公会堂 ⑳

南淡浄水場 表流水 凝集沈殿・急速ろ過 沼島公園 ⑳

土生消防詰所 ⑳
倉川浄水場 表流水 凝集沈殿・急速ろ過 倉川配水池

沼島泊船着場 ⑳

三原浄水場 表流水 凝集沈殿・急速ろ過

潮美台配水池 じゃのひれ配水池 ⑳
南淡浄水場 表流水 凝集沈殿・急速ろ過
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緑地区

－

刈
－

広田水源
（取水井）

広田浄水場

新広田配水池

【広田】

山添（一部）・広田上・中

田・大丸・市場・不藤・広

田南（一部）・堂丸団地・

県住緑広田

①新広田配水区

山添配水池

【広田】

山添・川向（一部）

②山添配水区

倭文配水池

【倭文】

長田・神道・庄田・土井・

安住寺・倭文団地

④倭文配水区

中筋水源
（取水井）

中筋浄水場

中筋配水池

【広田】

川向・広田上（一部）・不

藤（一部）・広田南・中筋・

徳原・中山・三洋・みどり

が丘・川向住宅・川向岡団

地

③中筋配水区

※配水区に示す①～⑳の番号は、採水場所（表一5）、採水場所位置図（図一2）、水質検査項目及び頻度（表一6）に示す番号と整合しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一1配水区系統別の採水場所（給水栓水）　〈緑地区〉



西淡地区

－

Q◎

－

松帆水源
（取水井）

松帆浄水場

松帆配水池

【松帆】

古津路・北浜・宝明
寺・北方・塩浜・江尻・

高屋・脇田・戒旦寺・

志知川・ 西路
【志知】

南・北・志知・釦
【湊】

東・浜・港・西・里下・

里上・登立 （一部）

慶野水源
（取水井）

慶野浄水場

慶野配水池

津井水源
（取水井）

津井浄水場

難難灘灘麟錨

津井配水池

【松帆】

慶野・櫟田

阿那賀配水池

【湊】登立

【津井】

内原・中津浦・雁来・

中央・本村・西本村

【阿那賀】

小木場（一部）・小磯・

松ケ谷・端所・島・志

知川・西路

志知配水池

【阿那賀】

伊毘・南・中・北栄・

木場・小木場（一部）

【伊加利】

山ロ・湯の河・本村・

下所・畦原・仲野

【志知】

奥・ロ・飯山寺

⑤松帆配水区 ⑥慶野配水区 ⑦津井配水区 ⑨阿那賀配水区 ⑧志知配水区

※配水区に示す①～⑳の番号は、採水場所（表一5）、採水場所位置図（図一2）、水質検査項目及び頻度（表一6）に示す番号と整合しています。

図一1配水区系統別の採水場所（給水栓水）　〈西淡地区〉



三原地区
上田水源
（三原川水系）

動購氷場弓

上田浄水場

高区配水池

寺内水源
（取水井）

野原水源
（取水井）

徳長水源
（取水井）
1難購

寺内浄水場 野原浄水場

中区配水池 低区配水池

－

㊤
－

【八木】

馬回・寺内（一部）

徳長浄水場

【神代】

社家・久保・段（一

部）・上中原・浦
壁（一部）

【八木】

寺内（一部）・大久保・入田・養宜中・

養宜上・鳥井・立石・国分・新庄（一

部）・野原（一部）・徳野

【市】

青木・福永（一部）・円行寺・小井・

三條（一部）

【神代】

浦壁（一部）・黒道・喜来・富田・籠

池・北所（一部）・南上・経所・南所・

城家・國上・小路

野原配水槽 低礼尾配水池

【榎列】

大榎列（一部）

【八木】

新庄（一部）・野

原（一部）

【市】

小井（一部）・善

光寺（一部）・十

一 ケ所（一。）

【榎列】

上幡多・山所・下幡
多・掃守・松田（一部）

【八木】

野原（一部）・新庄（一

部）

【倭文】

流・委文・高浦壁（一

部）・黒道・喜来・富

田・籠池・北所（一
部）・南上・経所・南

所・城家・國上・小路

【榎列】

小榎列（一部）・西川
【市】

善光寺（一部）・市・

十一ヶ所（一部）・徳

長・新・三條
【神代】

北所（一部）

【志知】

松本・佐礼尾・難波・

中島下・中島大・中島

上

松田水源
（取水井）

松田浄水場

松田配水槽

【榎列】

大榎列（一部）・

小榎列（一部）・

下幡多（一部）

⑩高区配水区 ⑪⑫中区配水区 ⑬低区配水区⑯野原配水区⑭佐礼尾配水区 ⑮松田配水区

※配水区に示す①～⑳の番号は、採水場所（表一5）、採水場所位置図（図一2）、水質検査項目及び頻度（表一6）に示す番号と整合しています。

図一1配水区系統別の採水場所（給水栓水）　〈三原地区〉



南淡地区（1）

灘隙浄氷場 i臨構舞撒騨齢、 長見山水源
（長見山川水系）

長見山浄水場

潮美台配水池

原田水源
（原田川水系）

原田浄水場

長見山配水池 高区配水池 原田配水池

同O

【福良】向谷（一部）

【北阿万】筒井（一部）

【潮美台】全域

【阿万】佐野（一部）

【福良】

東本町（一部）・向谷（一部）・

築地・本町（一部）・東一丁

目（一部）・西一丁目・二丁

目（一部）・南納屋町（一部）・

備前町（一部）・仲之町（一

部）・戎町（一部）・住吉町（一

部）・五分一町（一部）・納屋

町（一部）・谷川町（一部）・

東十軒家（一部）・西十軒家
（一部）・浜町

【福良】

東本町（一部）・本町（一

部）・東一丁目（一部）・

二丁目（一部）・北納屋町

（一部）・戎町（一部）・谷

川町（一部）・東十軒家

（一部）・西十軒家（一

部）・うずしお台・仁尾・

かるも

【福良】

二T目（一部）・北納屋

町・南納屋町（一部）・

備前町（一部）・仲之町

（一部）・戎町（一部）・

住吉町（一部）・五分一

町（一部）・網屋町（一

部）・谷川町（一部）

⑳潮美台配水区 ⑰長見山配水区 ⑰長見山高区配水区 ⑱原田配水区

※配水区に示す①～⑳の番号は、採水場所（表一5）、採水場所位置図（図一2）、水質検査項目及び頻度（表一6）に示す番号と整合しています。

図一1　配水区系統別の採水場所（給水栓水）　〈南淡地区（1）〉



南淡地区（2）

二

　生子水源
（大日川水系）

生子浄水場

生子低区配水池

【賀集】

鍛治屋・賀集・八幡東・八幡

西・八幡南・八幡中・八幡北・

辻川原・立川瀬・西田・野田
（一部）・生子（一部）・高萩

（一部）・福井・福井北

【北阿万】

稲田南（一部）・伊賀野・新田

中（一部）・新田北（一部）・

筒井・高原

⑳生子低区配水区

生子高区配水池

【賀集】

野田（一部）・牛内・東

山・生子（一部）・高
（一部）

【北阿万】

稲田南（一部）・新田中
（一部）・新田北（一部）

⑲生子高区配水区

河内谷水源
（取水井）

河内谷浄水場

河内谷配水池

【阿万】

上町・下町・佐野（一
部）・塩屋町・中西・吹

上町・西町・東町・丸田
【灘】

仁頃・地野・大川
【沼島】

南区・中区・北区（一
部）・東区（一部）

⑳②⑳河内谷配水区

　倉川水源
愴川・宇野谷川水系）

倉川浄水場

倉川配水池

【松帆】

土生・円実・払川・油谷・

城方・山本・吉野・惣川・

黒岩・白崎・来川
【沼島】

泊区・東区・北区（一部）

⑳⑳倉川配水区

※配水区に示す①～⑳の番号は、採水場所（表一5）、採水場所位置図（図一2）、水質検査項目及び頻度（表一6）に示す番号と整合しています。

図一1　配水区系統別の採水場所（給水栓水）　〈南淡地区（2）〉
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図一2　採水場所の位置図
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（1）　浄水（給水栓水）

【水質基準項目】

　給水栓における水質基準については、水質基準に関する省令（厚生労働省令第101号　平

成15年5月30日）と併せて、水道法施行規則が改正されており、各水道事業体の実情に

応じた地域性を考慮し、ほとんど検出されない項目については一部検査頻度を減じること

ができるようになっています。

　平成22年度における検査項目は、平成21年度から変更はなく、総数は50項目です。

　基準値については、平成22年度4月1日より「カドミウム及びその化合物」の基準が現

行基準値「0．01mg1L以下」から「0．003mg1L以下」に強化されます。

　これらの法令に基づく検査項目ごとの検査頻度は、次の①から④に示すとおりに分類さ

れます。

①おおむね毎日1回以上の検査を省略することができない3項目（色、濁り、消毒の残

　留効果）

②おおむね1月に1回以上の検査を省略することができない9項目（基1～2、基37、

　基45～50）

③おおむね3月に1回以上の検査を省略することができない12項目（基9、基20～30）

④過去3年間の水質検査結果において、その濃度が基準値の115以下であるときは検査

　　をおおむね1年に1回以上に、さらに基準値の1110以下であるときは検査をおおむ

　ね3年に1回以上まで省略することが可能な29項目（基3～8、基10～19、基31～

　36、基38～44）

　南あわじ地区では、過去3年間における浄水場系統ごとの水質検査結果を分析した結果

から、平成22年度における浄水水質検査を表一5に示す頻度で実施する計画とします。

【水質管理目標設定項目】

　全27項目のうち、亜塩素酸、二酸化塩素、硬度、マンガン、有機物等、蒸発残留物、濁

度、pH値、アルミニウム、及び農薬類を除く17項目について、平成22年4月より検査を

実施します。なお、検査は全26箇所すべての採水場所において、水質の悪化が予想される

時期に1回1年の頻度とし、表一6に示すとおりです。
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表一5．水質基準項目　水質検査項目および頻度・浄水（給水栓水） 〈緑地区〉

広田浄水場系 中筋浄水場系 県営水道受水
番

号

、定期検査項目
水質基準値

　（㎎丹）
新広田配水池系 山添配水池系 中筋配水池系 倭文配水池系

1．広田保育園 2．山添公会堂 3．南あわじ市緑庁舎 4．神道公会堂

基1 一般細菌
100個／ml 1回ノ月 1回1月 1回ノ月 1回ノ月

基2 大腸菌 不検出 1回1月 1回ノ月 1回ノ月 1回ノ月

基3 カドミウム及びその化合物 0，003 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回13月

基4 水銀及びその化合物 0．0005 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基5 セレン及びその化合物 0．01 1回13年 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基6 鉛及びその化合物 0．Ol 1回ノ3年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回！年

基7 ヒ素及びその化合物 0．01 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基8 六価知ム化合物 0．05 1回ノ3年 1回〆3年 1回ノ3年 1回13年

基i9 シアン化物イオン及び塩化シアン 0．01 1回13月 1回13月 1回13月 1回13月

基10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 1回1年 1回1年 1回ノ年 1回〆年

基11 フフ素及びその化合物 0．8 1回13年 1回13年 1回1年 1回1年

基12 ホウ素及びその化合物 1．0 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回〆3年

基13 四塩化炭素 0，002 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基14 1，4ヅオキサン 0．05 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年

基15
シス・1，2一ジケ叩エチレン

及びトランスー1，2ヅク叩エチレン
0．04 1回13月 1回13月 1回ノ3月 1回13月

基16 ジク叩メタン 0．02 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年

基17 テトラケ叩エチレン 0．01 1回ノ3年 1回13年 1回13年 1回13年

基18 トリク叩エチレン 0．03 1回13年 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基19 ベンゼン 0．01 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年

基20 塩素酸 0．6 1回13月 1回13月 1回13月 1回13月

基21 ク叩酢酸 0．02 1回13月 1回13月 1回ノ3月 1回〆3月

基22 ク叩ホルム 0．06 1回ノ3月 1回13月 1回13月 1回13月

基23 ジク叩酢酸 0．04 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回13月

基24 ジプ旺ク即メル 0．1 1回13月 1回13月 1回ノ3月 1回13月

基25 臭素酸 0．01 1回ノ3月 1回13月 1回13月 1回13月

基26 総ト1叩〃ン 0．1 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月 1回13月

基27 トリケ叩酢酸 0．2 1回ノ3月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月

基28 プロモジク叩メタン 0．03 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回13月

基29 ブ叶ホルム 0．09 1回13月 1回13月 1回ノ3月 1回13月

基30 ホ肱アルデヒド 0．08 1回ノ3月 1回13月 1回！3月 1回！3月

基31 亜鉛及びその化合物 1．0 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基32 アルミニウム及びその化合物 0．2 1回13年 1回13年 1回1年 1回13月

基33 鉄及びその化合物 0．3 1回13年 1回13年 1回13年 1回ノ3年

基34 銅及びその化合物 1．0 1回ノ3年 1回！3年 1回13年 1回ノ3年

基35 ナト1ウム及びその化合物 200 1回ノ3年 1回！3年 1回ノ3年 1回ノ3年

基36 マンガン及びその化合物 0．05 1回ノ3年 1回13年 1回13年 1回ノ3年

基37 塩化物イわ 200 1回1月 1回1月 1回1月 1回1月

基38 加シ払・マグネシウム等（硬度） 300 1回1年 1回13年 1回13年 1回ノ年

基39 蒸発残留物 500 1回1年 1回1年 1回ノ年 1回ノ3月

基40 陰イわ界面活性剤 0．2 1回ノ3年 1回13年 1回13年 1回13年

基41 ジェオスミン 0．00001 1回1年 1回1年 原因藻類発生時期に

　月に1回以上

原因藻類発生時期に

　月に1回以上

基42 2一メチルイソポル材一ル 0．00001 1回ノ年 1回1年 原因藻類発生時期に

　月に1回以上

原因藻類発生時期に

　月に1回以上
基43 非付ン界面活性剤 0．02 1回13月 1回13月 1回13年 1回ノ3月

基44 フェノ髄類 0，005 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回ノ3年

基45 有機物（全有機炭素の量〉 3 1回朋 1回1月 1回1月 1回1月

基46 pH値 5．8～8．6 1回ノ月 1回ノ月 1回ノ月 1回ノ月

基47 味 異常でな 1回1月 1回1月 1回1月 1回1月

基48 臭気 異常でな 1回朋 1回ノ月 1回ノ月 1回1月

基49 色度 5 1回1月 1回ノ月 1回1月 1回1月

基50 濁度 2 1回ノ月 1回1月 1回1月 1回1月

毎1 色 1回ノ日 1回ノ日 1回ノ日 1回！日

毎2 濁り 1回ノ日 1回ノ日 1回ノ日 1回ノ日

毎3 消毒の残留効果 1回！日 1回1日 1回ノ日 1回ノ日
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〈凶碧誕旧〉（蚤鯉耗雛）嘔騒め％越皿醤綱皿
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っ

嶺

皿、回【皿、回【ロ、回一皿、回［皿、回一9哩斜嶺

皿、回一皿、回一皿、回一皿、回一皿、回【姻一嶺

興、回【口、回【興、回一興、回一叩、回一N醤曝需燗

町、回一四、回一皿、回一口、回州興、回一嶋醤剖マ期

四、回同興、回【口、回【興、回一口、回一二冬粒蛇蝋取蝋Ψ燗

皿、回一興、回【町、回一興、回一興、回剛二“粒腔蝋巻トマ燗

町、回【興、回【口、回【口、回一叩、回嗣Ooo～◎o19

埋＝Ω等糊

興、回【興、回【㎎、回【口、回【興、回印摩
り

（咽e蘇遜運江畑）§運に專期

辟σっ、回【母゜っ、回一母のっ、回肖母゜う、回一塒゜っ、回一800賑争、
H

卜等燗

㎎oっ、回円口゜
っ

、回【肝゜っ、回【肚、回同辟、回肖㎝OO蕪坦斑魑昧八尊謙等期

司益回｛り｝興2

振歯洲鰍糠継図医

明益回［昆興昆

憲酋酬課懸継図医

司益回一り｝ロリ｝

寮壇釧牒顕概図紫

辟、回一辟、回肖ε08．Oず寒8葉こ度－cq等醐

司蚤回一昆暇U

張嘗州駅顕儲図踵

馴益回【昆暇昆

亜歯州躍腰鑓図紫

司益回一昆町昆

票壇釧駅販羅図踵

廿、回【肝、回一εOOOO嘉K雫案等期

辟゜⊃、回q母゜っ、回【辟゜っ、回一暗゜っ、回一母゜っ、回［NO撮輩雌旧瞬食ヤ盤專燗

皿oう、回函興oっ、回【肝、回肖辟、回【辟、回【OOP§細鰹潔縫①゚
7

瑚

興゜
う

、回肖肝、回肖酔゜う、回一辟゜っ、回【暗゜っ、回一OO的（認鰹）群容轟．や・暮あミ燗

皿、回一取、回【叩、回目興、回一口、回【OON入尊§』｝蝉卜゚
7

期

肝，っ、回【辟印っ、回一掛oっ、回【母゜っ、回【母゜っ、回肖鴎OO§如』｝e即b曝合繋卜霧欄

肝゜っ、回一肝oっ、回円肝oう、回【肝゜う、回印暗oう、回一OO㎝§如』｝eΨb曝暮⊃献霧期

惜゜う、回【肝゜う、回肖惜oっ、回【辟゜う、回肖母゜っ、回【O【§如』｝e申b曝照蒜燗

母゜っ、回一肚゜っ、回一暗oう、回一叶゜っ、回帽肝oっ、回【oっ

d§如』｝e申b南溢゜
っ

゜
う

醐

町゜
っ

、回一興゜
う

、回祠暗、回一塒゜う、回肖母、回一NO邸如』｝e申b愁暮駐§懇燗

母゜っ、回一暗゜っ、回一母゜っ、回一辟゜う、回一鮭゜う、回一O伺鼻如』｝e申b謎無嗣剛燗

四ρ
う

、回【四゜
う

、回q口oっ、回同四゜
っ

、回肖興oっ、回一QoOO」卍蛮ミ鳶霧燗

叩゜
う

、回一四゜
っ

、回同興oっ、回［興゜
っ

、回肖興oっ、回一OOO概鳶申冴卜⑦N網

四◎
っ

、回【町゜
っ

、回臼興の
⊃

、回q口，
う

、回一興oっ、回【oうOO賦昔・ド命・＼゜
。

刺瑚

叩oっ、回一興゜
っ

、回円興oっ、回一興゜
う

、回一興oっ、回一NO曲曲・尽Σ卜N瑚

興oう、回一興゜
っ

、回一興oっ、回肖皿゜
っ

、回印興oう、回【一Oへ幾・く2鯉鵠瑚

叫oっ、回一四゜
っ

、回一匹oっ、回一匹゜
う

、回一皿oっ、回一δ，O磯牒蝋爲燗

叩oっ、回一匹゜
っ

、回門興oっ、回一興゜
っ

、回一興oっ、回一一O入ミ言命ロ駅鼠蕊網

㎎◎
っ

、回【興゜
っ

、回肖興α
っ

、回肖口゜
う

、回【四σ
っ

、回【寸OO綴曲・・＄心゜
．

凶醐

町oっ、回一四゜
っ

、回【口の
っ

、回一口゜
う

、回一興σ
っ

、回一ゆOO4茗呂尽爲期

興oう、回一興゜
っ

、回肖興oっ、回印皿゜
っ

、回印皿oっ、回一㎝OO雌鎧・景編瑚

暇oっ、回一興゜
っ

、回一㎎oっ、回一興゜
っ

、回一皿oっ、回一OO畷懸細爲期

塒゜っ、回一母゜っ、回一辟゜っ、回一母゜う、回一肝゜っ、回一ε，O（扇さぐ9燗

叶oう、回【掛゜っ、回肖叶αう、回一塒“う、回一暗゜っ、回【6っOO（隷H口ま至゜
〇

一糊

叶◎っ、回一暗゜う、回肖琳，⊃、回肖母⇔う、回【惜゜っ、回【お．O（譲H目念喰卜［期

廿゜，、回一母゜っ、回一母゜っ、回一塒゜う、回一肝oっ、回一8．Oヘミロ尽』㊤一

瑚

興o
っ

、回一興゜
っ

、回剛興o
っ

、回一哩o
っ

、回肖興o
っ

、回一寸OO

入塗H・・
ひ令苧Kへ至b曝

　（賦H・景

噸や
N、甲Kあ

雲期

肝oう、回【母゜っ、回肖肝゜っ、回【掛゜う、回肖肝oっ、回印8．Oへ‡汐令マ
、

肖＝醐

塒゜っ、回【暗゜う、回［辟oっ、回一母゜っ、回肖母゜っ、回一NOOO牒遜M｝細図一燗

母゜っ、回一母゜う、回倒肚゜っ、回一母゜っ、回一垂゜っ、回一O【§Φ母e申b曝牒珍製燗

興σ
⊃

、回一興゜
う

、回州辟自っ、回一暗゜う、回［母゜っ、回【o
o

O§如逗e申b曝蘇訟＝網

肝、回【肝、回【肝、回肖塒、回一肝、回一9牒糊瀕雌涯團b惑孫糊瀕雌濯O【

醐

㎎o
う

、回一興゜
っ

、回剛㎎◎
っ

、回肖興゜
う

、回肖興o
っ

、回目ε，O（禁』｝蜘b曝轟ヤ郵コ｝ハ緊①期

無゜っ、回一母゜っ、回［母゜っ、回一母゜う、回一畢゜，、回一8，0邸中コミ尽頃K欄

叶oう、回一塒゜っ、回【肝oっ、回一塒゜っ、回門肝oっ、回函ε，O§如』｝e申b怒孫卸卜網

辟゜っ、回一母゜っ、回一辟゜っ、回一廿゜っ、回円母゜っ、回一δ，O§傘』｝e申b曝無O燗

肚゜っ、回一掛゜っ、回［肝oっ、回印叶゜っ、回［母゜っ、回一ε，O§如コ｝e申b曝（卓め燗

母゜っ、回【暗゜っ、回肖辟゜っ、回一辟゜っ、回q暗゜っ、回一頃OOOO§Φ』｝e申b曝懸く畑糊

興゜
っ

、回祠興゜
っ

、回一四゜
う

、回【口゜
っ

、回閏興o
う

、回肖のOOO§如』｝e申b曝暮μ虞o
っ

期

口、回一興、回一口、回一四、回一口、回【ヨ鰹忌梱窒嘱e
噂

醐

皿、回【興、回【㎎、回肖興、回一暇、回一宅＼廻09梱累盟1円期

螂゜
卜

挙竺夷駅亀O掴姻《幹最欄，§ヤヤ賢湯hヨ尿，掴蘇《蛍側，O愼響避灘ミ最欄鴎

賑是く昭瓢巽医賑型く田最樋賑超妾昭状赴喋契煮昭臨螂帳足く田‘草

〔ミ暫）

埋糾網餌煮

皿野掴輕罧製

中
曲

煮甑撰餐加些煮甑測煮加蝶廉嘩餐艇共艇賑強煮受臨闘廉奪く疵‘摯
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水質基準項目　水質検査項目および頻度・浄水（給水栓水） 〈三原地区〉

上田浄水場系 三原浄水場系 寺内浄水場系

番

号
定期検査項目

水質基準値

　（㎎几）

高区配水池系 中区配水池系 中区配水池系 低区配水池系

10．南あわじ市

　サイクリングターミナル
ll．南あわじ市学校給食切一 12．入田公会堂 13．大榎列公堂

基1 一一般細菌 100個／ml 1回1月 1回ノ月 1回ノ月 1回1月

基2 大腸菌 不検出 1回1月 1回1月 1回ノ月 1回ノ月

基3 カドミウム及びその化合物 0，003 1回13月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回ノ3月

基4 水銀及びその化合物 0．0005 1回13年 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基5 セレン及びその化合物 0．01 1回ノ3年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回ノ3年

基6 鉛及びその化合物 0．01 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年

基7 ヒ素及びその化合物 0．Ol 1回13年 1回13年 1回！3年 1回13年

基8 六価知ム化合物 0．05 1回ノ3年 1回13年 1回！3年 1回13年

基9 シアン化物付ン及び塩化シアン 0．Ol 1回13月 1回13月 1回13月 1回13月

基10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 1回ノ年 1回ノ年 1回1年 1回ノ年

基11 フッ素及びその化合物 0．8 1回13年 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年

基12 ホウ素及びその化合物 1．0 1回ノ3年 1回13年 1回13年 1回13年

基13 四塩化炭素 0，002 1回ノ3年 1回ノ3年 1回！3年 1回13年

基14 1，4ヅ柑ン 0．05 1回13年 1回13年 1回13年 1回13年

基15
シスー12ヅク・肛チレン

及びトランス・L2・ジク叩エチレン
0．04 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回13月

基16 ジク叩メタン 0．02 1回13年 1回！3年 1回13年 1回！3年

基17 テトラク叩エチレン 0．Ol 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基18 トリク叩エチレン 0．03 1回13年 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年

基19 ベンゼン 0．Ol 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年 1回！3年

基20 塩素酸 0．6 1回13月 1回ノ3月 1回13月 1回！3月

基21 ク即酢酸 0．02 1回13月 1回13月 1回13月 1回ノ3月

基22 知ロホ払 0．06 1回ノ3月 1回13月 1回13月 1回13月

基23 ジク叩酢酸 0．04 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回13月

基24 ジプ旺ク叩メタン 0．1 1回ノ3月 1回13月 1回13月 1回ノ3月

基25 臭素酸 0．01 1回！3月 1回！3月 1回13月 1回13月

基26 総ト1ハロ〃ン 0．1 1回13月 1回ノ3月 1回13月 1回13月

基27 トリク叩酢酸 0．2 1回ノ3月 1回13月 1回！3月 1回〆3月

基28 プ旺ジク叩メタン 0．03 1回’3月 1回！3月 1回13月 1回13月

基29 プ旺ホ砿 0．09 1回ノ3月 1回！3月 1回ノ3月 1回ノ3月

基30 ホルムアルデヒド 0．08 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月 1回13月

基31 亜鉛及びその化合物 1．0 1回ノ3年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年

基32 アルミ；ウム及びその化合物 0．2 1回1年 1回ノ年 1回ノ年 1回ノ年

基33 鉄及びその化合物 0．3 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年

基34 銅及びその化合物 1．0 1回ノ3年 1回13年 1回13年 1回ノ3年

基35 ナトリ弘及びその化合物 200 1回13年 1回13年 1回13年 1回ノ3年

基36 マンガン及びその化合物 0．05 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年

基37 塩化物イオン 200 1回ノ月 1回〆月 1回朋 1回！月

基38 加シウム・マグネシウム等（硬度） 300 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基39 蒸発残留物 500 1回ノ年 1回ノ年 1回1年 1回ノ年

基40 陰イわ界面活性剤 0．2 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基41 ジェオスミン 0．00001
原因藻類発生時期に

　月に1回以上

原因藻類発生時期に

　月に1回以上
1回1年 1回1年

基42 2一メチ材ソポル耕一ル 0．00001
原因藻類発生時期に

　月に1回以上

原因藻類発生時期に月

　　に1回以上
1回ノ年 1回1年

基43 非材ン界面活性剤 0．02 1回ノ年 1回1年 1回ノ年 1回件

基44 フェノ橘類 0，005 1回ノ3年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年

基45 有機物（全有機炭素の量） 3 1回！月 1回ノ月 1回ノ月 1回朋

基46 pH値 5．8～8．6 1回ノ月 1回1月 1回1月 1回朋

基47 味 異常でない 1回1月 1回！月 1回ノ月 1回1月

基48 臭気 異常でない 1回1月 1回ノ月 1回ノ月 1回1月

基49 色度 5 1回1月 1回1月 1回1月 1回1月

基50 濁度 2 1回ノ月 1回1月 1回1月 1回ノ月

毎1 色 1回1日 1回ノ日 1回ノ日 1回ノ日

毎2 濁り 1回1日 1回ノ日 1回1日 1回1日

毎3 消毒の残留効果 1回ノ日 1回1日 1回ノ日 1回ノ日

一 16一



水質基準項目　水質検査項目および頻度・浄水（給水栓水） 〈三原地区〉
三原浄水場系

徳長浄水場系
松田浄水場系 野原浄水場系

番

号
定期検査項目

水質基準値

　（㎎11） 佐礼尾配水池系 松田配水池系 野原配水池系

14．市徳長水源前給水栓 且5．小榎列公会堂 且6．高公会堂

基1
一般細菌

100個／ml 1回1月 1回1月 1回1月

基2 大腸菌 不検出 1回ノ月 1回1月 1回ノ月

基3 カドミ弘及びその化合物 0，003 1回13月 1回13月 1回13月

基4 水銀及びその化合物 0．0005 1回13年 1回13年 1回ノ3年

基5 セレン及びその化合物 0．01 1回ノ3年 1回！3年 1回13年

基6 鉛及びその化合物 0．01 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年

基7 ヒ素及びその化合物 0．01 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基8 六価知ム化合物 0．05 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基9 シアン化物イわ及び塩化シアン 0．01 1回ノ3月 1回13月 1回！3月

基10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 1回ノ年 1回ノ年 1回1年

基且1 フッ素及びその化合物 0．8 1回13年 1回13年 1回〆3年

基12 ホウ素及びその化合物 1．0 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基13 四塩化炭素 0，002 1回’3年 1回ノ3年 1回13年

基14 1，4・ジオキサン 0．05 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年

基15
シスーL2一ジク叩エチレン

及びトランス・1，2ヅク叩エチレン
0．04 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月

基16 ジク叩メタン 0．02 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年

基且7 テトラク叩エチレン 0．01 1回13年 1回13年 1回13年

基且8 トリクロロエチレン 0．03 1回13年 1回13年 1回13年

基19 ベンゼン 0．01 1回’3年 1回ノ3年 1回ノ3年

基20 塩素酸 0．6 1回13月 1回13月 1回13月

基21 ク叩酢酸 0．02 1回13月 1回ノ3月 1回13月

基22 ケ叩ホルム 0．06 1回13月 1回ノ3月 1回ノ3月

基23 ジク叩酢酸 0．04 1回13月 1回ノ3月 1回13月

基24 ジプロモケ叩メタン 0．1 1回13月 1回13月 1回13月

基25 臭素酸 0．01 1回！3月 1回13月 1回13月

基26 総トリ叩メタン 0．1 1回13月 1回ノ3月 1回13月

基27 トリク叩酢酸 0．2 1回13月 1回ノ3月 1回ノ3月

基28 プロモジク叩メタン 0．03 1回13月 1回ノ3月 1回13月

基29 プ叶ホルム 0．09 1回ノ3月 1回ノ3月 1回ノ3月

基30 ホルムアルデヒド 0．08 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月

基31 亜鉛及びその化合物 1．0 1回！3年 1回13年 1回13年

基32 アルミニウム及びその化合物 0．2 1回ノ年 1回13年 1回ノ年

基33 鉄及びその化合物 0．3 1回13年 1回！3年 1回ノ3年

基34 銅及びその化合物 1．0 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年

基35 ナトリウム及びその化合物 200 1回ノ3年 1回13年 1回！3年

基36 マンガン及びその化合物 0．05 1回13年 1回13年 1回ノ3年

基37 塩化物材ン 200 1回1月 1回ノ月 1回1月

基38 加シ弘・マグネシウム等（硬度） 300 1回1年 1回ノ年 1回ノ3年

基39 蒸発残留物 500 1回1年 1回ノ年 1回1年

基40 陰イオン界面活性剤 0．2 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基41 ジェオスミン 0．00001 1回1年 1回ノ年 1回ノ年

基42 2一メ弗イソポル材一ル 0．00001
原因藻類発生時期に

　月に1回以上
1回〆年 1回ノ年

基43 非イオン界面活性剤 0．02
原因藻類発生時期に

　月に1回以上
1回〆年 1回ノ年

基44 フェノール類 0，005 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基45 有機物（全有機炭素の量） 3 1回ノ月 1回1月 1回ノ月

基46 pH値 5．8～8．6 1回ノ月 1回1月 1回1月

基47 味 異常でない 1回ノ月 1回1月 1回！月

基48 臭気 異常でない 1回ノ月 1回ノ月 1回1月

基49 色度 5 1回ノ月 1回1月 1回！月

基50 濁度 2 1回1月 1回1月 1回1月

毎1 色 1回〆日 1回ノ日 1回佃

毎2 濁り 1回1日 1回1日 1回1日

毎3 消毒の残留効果 1回1日 1回！日 1回ノ日

一 17一



水質基準項目　水質検査項目および頻度・浄水（給水栓水） 〈南淡地区〉

長見山浄水場系 原田浄水場系 生子浄水場系
番

号
定期検査項目

水質基準値

　（㎎几）
長見山配水池系 原田配水池系 生子高区配水池系 生子低区配水池系

17．かるも公会堂 正8．南あわじ市児童館 且9．稲田南公会堂 20．八幡北公会堂

基1 一般細菌
100個／ml 1回ノ月 1回ノ月 1回ノ月 1回ノ月

基2 大腸菌 不検出 1回ノ月 1回ノ月 1回ノ月 1回1月

基3 カドミウム及びその化合物 0，003 1回13月 1回13月 1回13月 1回13月

基4 水銀及びその化合物 0．0005 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年

基5 セレン及びその化合物 0．01 1回13年 1回13年 1回13年 1回13年

基6 鉛及びその化合物 0．01 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基7 ヒ素及びその化合物 0．01 1回13年 1回13年 1回13年 1回13年

基8 六価クロム化合物 0．05 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基9 シアン化物イオン及び塩化シアン 0．01 1回ノ3月 1回13月 1回13月 1回ノ3月

基！0 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 1回1年 1回ノ年 1回ノ年 1回1年

基1且 フフ素及びその化合物 0．8 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年

基12 ホウ素及びその化合物 1．0 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年

基13 四塩化炭素 0，002 1回13年 1回13年 1回〆3年 1回13年

基14 1，4一ジオキサン 0．05 1回ノ3年 1回！3年 1回ノ3年 1回13年

基15
シス・1，2・ジ知肛チレン

及びトランスーL2・ジ知・エチレン
0．04 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月

基16 ジク叩〃ン 0．02 1回ノ3年 1回ノ3年 1回〆3年 1回13年

基17 テトラク叩エチレン 0．Ol 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年

基18 トリケ叩エチレン 0．03 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年

基19 ベンゼン 0．Ol 1回13年 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基20 塩素酸 0．6 1回ノ3月 1回！3月 1回13月 1回13月

基21 クロロ酢酸 0．02 1回13月 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月

基22 ク叩ホルム 0．06 1回13月 1回ノ3月 1回13月 ユ回ノ3月

基23 ジク叩酢酸 0．04 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回13月

基24 ジプロモク即〃ン 0．1 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月

基25 臭素酸 0．01 1回13月 1回13月 1回13月 1回13月

基26 総ト1ハ・メタン 0．1 1回13月 1回ノ3月 1回13月 1回13月

基27 トリク開酢酸 0．2 1回13月 1回13月 1回13月 1回13月

基28 プロモジク即メタン 0．03 1回！3月 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月

基29 プロモホ払 0．09 1回13月 1回ノ3月 1回13月 1回13月

基30 ホ舷アルデヒド 0．08 1回ノ3月 1回13月 1回13月 1回ノ3月

基31 亜鉛及びその化合物 1．0 1回13年 1回13年 1回13年 1回ノ3年

基32 アルミニ弘及びその化合物 0．2 1回ノ年 1回1年 1回1年 1回1年

基33 鉄及びその化合物 0．3 1回！3年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回！3年

基34 銅及びその化合物 1．0 1回13年 1回13年 1回13年 1回13年

基35 ナトリウム及びその化合物 200 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年

基36 マンガン及びその化合物 0．05 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基37 塩化物イオン 200 1回1月 1回1月 1回ノ月 1回ノ3月

基38 加シ弘・マグネシウム等（硬度） 300 1回ノ3年 1回ノ年 1回ノ3年 1回13年

基39 蒸発残留物 500 1回1年 1回ノ年 1回ノ年 1回1年

基40 陰イオン界面活性剤 0．2 1回ノ3年 1回13年 1回13年 1回13年

基41 ジェオスミン 0．00001
原因藻類発生時期に

　月に1回以上

原因藻類発生時期に

　月に1回以上

原因藻類発生時期に

　月に1回以上

原因藻類発生時期に

　月に1回以上

基42 2一メチルイソポル材一ル 0．00001 原因藻類発生時期に

　月に1回以上

原因藻類発生時期に

　月に1回以上

原因藻類発生時期に

　月に1回以上

原因藻類発生時期に

　月に1回以上
基43 非イわ界面活性剤 0．02 1回ノ年 1回1年 1回ノ年 1回ノ年

基44 フェノール類 0，005 1回13年 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基45 有機物（全有機炭素の量） 3 1回1月 1回1月 1回ノ月 1回！月

基46 pH値 5．8～8．6 1回ノ月 1回〆月 1回1月 i回1月

基47 味 異常でない 1回ノ月 1回1月 1回1月 1回1月

基48 臭気 異常でない 1回朋 1回朋 1回1月 1回1月

基49 色度 5 1回ノ月 1回1月 1回！月 1回1月

基50 濁度 2 1回ノ月 1回ノ月 1回〆月 1回1月

毎1 色 1回ノ日 1回ノ日 1回ノ日 1回1日

毎2 濁り 1回1日 1回1日 1回！日 1回1日

毎3 消毒の残留効果 1回！日 1回1日 1回1日 1回1日
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水質基準項目　水質検査項目および頻度・浄水（給水栓水） 〈南淡地区〉
南淡浄水場系

河内谷浄水場系
倉川浄水場系

番

号
定期検査項目

水質基準値

　（㎎11） 河内谷配水池系 倉川配水池系

21．仁頃公会堂 22．吹上公会堂 23．沼島公園 24．土生消防詰所 25．沼島泊船着場

基1 一般細菌
100個／ml 1回！月 1回1月 1回1月 1回ノ月 1回ノ月

基2 大腸菌 不検出 1回ノ月 1回ノ月 1回1月 1回ノ月 1回ノ月

基3 カドミウム及びその化合物 0，003 1回〆3月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回13月

基4 水銀及びその化合物 0．0005 1回13年 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年

基5 セレン及びその化合物 0．01 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回ノ3年

基6 鉛及びその化合物 0．Ol 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回！3年 1回ノ3年

基7 ヒ素及びその化合物 0．01 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回ノ3年

基8 六価知ム化合物 0．05 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年 1回！3年 1回ノ3年

基9 シアン化物材ン及び塩化シアン 0．01 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回ノ3月

基10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 1回1年 1回ノ年 1回1年 1回1年 1回1年

基n 乃素及びその化合物 0．8 1回ノ3年 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基12 ホウ素及びその化合物 1．0 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基13 四塩化炭素 0，002 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年

基14 L4ヅオキサン 0．05 1回13年 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基15
シスー1，2ヅク叩エチレン

及びトランスー1，2ヅク叩エチレン
0．04 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月 1回！3月

基16 ジク叩〃ン 0．02 1回ノ3年 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年 1回13年

基17 テトラク叩エチレン 0．01 1回〆3年 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基且8 トリク叩エチレン 0．03 1回13年 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回！3年

基19 ベンゼン 0．Ol 1回13年 1回13年 1回！3年 1回13年 1回！3年

基20 塩素酸 0．6 1回ノ3月 1回13月 1回13月 1回13月 1回ノ3月

基21 ク即酢酸 0．02 1回ノ3月 1回13月 1回13月 1回13月 1回ノ3月

基22 クロロホルム 0．06 1回！3月 1回13月 1回13月 1回13月 1回ノ3月

基23 ジク叩酢酸 0．04 1回ノ3月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月

基24 ジプロモク叩メタン 0．1 1回13月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月

基25 臭素酸 0．01 1回13月 1回13月 1回ノ3月 1回！3月 1回ノ3月

基26 総ト1叩メタン 0．1 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月 1回13月

基27 トリクロロ酢酸 0．2 1回13月 1回ノ3月 1回13月 1回13月 1回13月

基28 プロモジクロ・メタン 0．03 1回13月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回13月 1回ノ3月

基29 プ旺ホ仏 0．09 1回13月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回ノ3月

基30 ホ払アルデヒド 0．08 1回ノ3月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回ノ3月 1回ノ3月

基31 亜鉛及びその化合物 1．0 1回13年 1回ノ3年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年

基i32 アルミ⇒ム及びその化合物 0．2 1回ノ年 1回ノ年 1回1年 1回1年 1回1年

基33 鉄及びその化合物 0．3 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年 1回件 1回ノ3年

基34 銅及びその化合物 1．0 1回〆3年 1回ノ3年 1回13年 1回13年 1回ノ3年

基35 ナト艸ム及びその化合物 200 1回ノ3年 1回ノ3年 1回13年 1回13年 1回ノ3年

基36 マンガン及びその化合物 0．05 1回ノ3年 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回13年

基37 塩化物イわ 200 1回ノ月 1回ノ月 1回1月 1回ノ月 1回1月

基38 加シ払・マグネシウム等（硬度） 300 1回13年 1回13年 1回13年 1回ノ3月 1回ノ3月

基39 蒸発残留物 500 1回ノ年 1回1年 1回ノ年 1回13月 1回13月

基40 陰イわ界面活性剤 0．2 1回13年 1回13年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年

基41 ジェオスミン 0．00001
原因藻類発生時期

に月に1回以上

原因藻類発生時期

に月に1回以上

原因藻類発生時期

に月に1回以上

原因藻類発生時期

に月に1回以上

原因藻類発生時期

に月に1回以上

基42 2一メチルイソポル材沸 0．00001 原因藻類発生時期

に月に1回以上

原因藻類発生時期

に月に1回以上

原因藻類発生時期

に月に1回以上

原因藻類発生時期

に月に1回以上

原因藻類発生時期

に月に1回以上

基43 非イわ界面活性剤 0．02 1回ノ年 1回1年 1回！年 1回1年 1回ノ年

基44 フェノール類 0，005 1回13年 1回〆3年 1回13年 1回ノ3年 1回ノ3年

基45 有機物（全有機炭素の量） 3 1回朋 1回ノ月 1回ノ月 1回1月 1回ノ月

基46 pH値 5．8～8．6 1回ノ月 1回1月 1回1月 1回ノ月 1回1月

基47 味 異常でない 1回朋 1回ノ月 1回1月 1回〆月 1回ノ月

基48 臭気 異常でない 1回朋 1回1月 1回1月 1回〆月 1回ノ月

基49 色度 5 1回1月 1回ノ月 1回1月 1回〆月 1回ノ月

基50 濁度 2 1回ノ月 1回1月 1回1月 1回〆月 1回1月

毎1 色 1回1日 1回1日 1回1日 1回1日 1回ノ日

毎2 濁り 1回1日 1回！日 1回ノ日 1回／日 1回1日

毎3 消毒の残留効果 1回1日 1回1日 1回ノ日 1回1日 1回1日
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水質基準項目　水質検査項目および頻度・浄水（給水栓水）
三原浄水場系

南淡浄水場系番

号
定期検査項目

水質基準値

　（㎎11） 潮美台配水池系

26．じゃのひれ配水池

基1
一般細菌

100個／m1 1回1月

基2 大腸菌 不検出 1回1月

基3 カドミウム及びその化合物 0，003 1回13月

基4 水銀及びその化合物 0．0005 1回ノ3年

基5 セレン及びその化合物 0．Ol 1回ノ3年

基6 鉛及びその化合物 0．Ol 1回13年

基7 ヒ素及びその化合物 0．01 1回13年

基8 六価知ム化合物 0．05 1回13年

基9 シアン化物イわ及び塩化シアン 0．Ol 1回13月

基里0 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 1回！年

基ll 乃素及びその化合物 0．8 1回13年

基12 ホウ素及びその化合物 1．0 1回13年

基13 四塩化炭素 0，002 1回13年

基14 1，4・ジオキサン 0．05 1回ノ3年

基15
シス・1，2一ジク叩エチレン

及びトランスー1，2一ジク叩エチレン
0．04 1回ノ3月

基16 ジク叩メタン 0．02 1回ノ3年

基17 テトラク叩エチレン 0．01 1回ノ3年

基18 トリク叩エチレン 0．03 1回ノ3年

基19 ベンゼン 0．01 1回ノ3年

基20 塩素酸 0．6 1回ノ3月

基21 ク叩酢酸 0．02 1回ノ3月

基22 ク叩ホ肱 0．06 1回〆3月

基23 ジク叩酢酸 0．04 1回ノ3月

基24 ジプ旺知邸タン 0．1 1回ノ3月

基25 臭素酸 0．01 1回〆3月

基26 総トリ叩メタン 0．1 1回13月

基27 トリク叩酢酸 0．2 1回ノ3月

基28 プロモジク叩メタン 0．03 1回ノ3月

基29 プロモホ仏 0．09 1回13月

基30 ホ肱アルデヒド 0．08 1回13月

基31 亜鉛及びその化合物 1．0 1回〆3年

基32 アルミ；ウム及びその化合物 0．2 1回13月

基33 鉄及びその化合物 0．3 1回13年

基34 銅及びその化合物 1．0 1回13年

基35 ナトリウム及びその化合物 200 1回！3年

基36 マンガン及びその化合物 0．05 1回ノ3年

基37 塩化物イわ 200 1回1月

基38 加シ弘・マグネシウム等（硬度） 300 1回ノ年

基39 蒸発残留物 500 1回ノ3月

基40 陰イわ界面活性剤 0．2 1回ノ3年

基41 ジェ才スミン 0．00001
原因藻類発生時期に

　月に1回以上

基42 2一メ知イソポA材橘 0．00001
原因藻類発生時期に

　月に1回以上
基43 非イわ界面活性剤 0．02 1回13月

基44 フエノール類 0，005 1回13年

基45 有機物（全有機炭素の量） 3 1回ノ月

基46 pH値 5．8～8．6 1回1月

基47 味 異常でない 1回ノ月

基48 臭気 異常でない 1回朋

基49 色度 5 1回ノ月

基50 濁度 2 1回ノ月

毎1 色 1回ノ日

毎2 濁り 1回ノ日

毎3 消毒の残留効果 1回ノ日
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表一6．水質管理目標設定項目　水質検査表および頻度・浄水（給水栓水））

No　　　　　水質管理目標設定項目’　　　　　　　　　目　標　値　　　　　　検査頻度

1 アンチモン及びその化合物 0．Ol5mg／L以下 1回／年

2 ウラン及びその化合物 0．002mg／L（暫定） 1回／年

3 ニッケル及びその化合物 0．Olmg／L（暫定） 1回／年

4 亜硝酸態窒素 0．05mg／L（暫定） 1回／年

5 1，2一ジクロロエタン 0．004mg／L 1回／年

6 削除

7 削除

8 トルエン 0．2mg／L 1回／年

9 フタル酸ジ（2一エチルヘキシル） 0．lmg／L 1回／年

10 亜塩素酸 0．6mg／L 省略※1

ll 削除

12 二酸化塩素 0．6mg／L 省略※1

13 ジクロロアセトニトリル 0．Olmg／L（暫定） 1回／年

14 抱水クロラール 0．02mg／L（暫定） 1回／年

15 農薬類
検出値と目標値の比の和
として1以下

省略※3

16 残留塩素 lmg／L以下 1回／年

17 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 10mg／L以上，100mg／L以下 省略※2

18 マンガン及びその化合物 0．Olmg／L 省略※2

19 遊離炭酸 20mg／L 1回／年

20 1，1，1一トリクロロエタン 0．3mg／L 1回／年

21 メチルーt一ブチルエーテル 0．02mg／L 1回／年

22 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 3mg／L 省略※2

23 臭気強度（TON） 3以下 1回／年

24 蒸発残留物 30mg／L以上，200mg／L以下 省略※2

25 濁度 1度 省略※2

26 pH値 7．5程度 省略※2

27 腐食性（ランゲリア指数）
一 1程度以上とし、極力0に
近づける

1回／年

28 従属栄養細菌
1mlの検水で形成される

集落数が2，000以下（暫定）
1回／年

29 1，1一ジクロロエチレン 0．lmg／L 1回／年

30 アルミニウム及びその化合物 0．1mg／L 省略※2

※1：消毒剤として二酸化塩素を使用していないので省略します。

※2：水質基準項目で実施するため省略します。

※3：水源の上流域にゴルフ場、農地などの農薬類の汚染源が存在しないため、原則的に省略し

　　ます。但し、汚染の恐れが認められた場合は必要に応じて実施します。
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（2）　原水（水源水）

【水質基準項目】

浄水過程における適正な水質管理を確保するために、水質が最も悪化していると思われ

る時期に、すべての水源で消毒による副生成物11項目（基20～30）を除く水質基準項目

（39項目）の検査を1回／年の頻度で実施します。

【水質管理目標設定項目】

　浄水（給水栓水）と同様に、二酸化塩素の使用に起因する2項目と水質基準項目として

検査している7項目、及び残留塩素、農薬類を除く16項目について、平成22年4月より

検査を実施します。

　なお、検査は水質が最も悪化していると思われる時期に、すべての水源で原水水質管理

目標設定項目（16項目）の検査を1回／年の頻度で実施します。

【その他】

　①耐塩素病原性微生物（クリプトスポリジウム等）の指標菌（大腸菌、嫌気性芽胞菌）

　　　検査は、水源を地下水（浅井戸および深井戸の一部）、貯水池水、または表流水に

　　　依っている場合には1回／年の頻度で実施します。さらに、そのうちで過去に指標

　　　菌が検出されたことのある水源については1回／月の頻度で実施します。

　②地下水を水源にしている場合には、指定2項目（アンモニア態窒素、侵食性遊離炭

　　　酸）の検査を1回／年の頻度で実施します。

　③貯水池水等の湖沼水を水源にしている場合には、指定6項目（アンモニア態窒素、

　　　化学的酸素要求量（COD）、生物化学的酸素要求量（BOD）、浮遊物質（SS）、全

　　　リン、全窒素）の検査を1回／年の頻度で実施します。
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　水質基準項目の検査方法は、水質基準に関する省令（平成15年5月30日　厚生労働省

令第101号）の規定に基づき告示された「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働

大臣が定める方法」により行います。また、省令に記載されていない項目については上水

試験方法（㈹日本水道協会編）等により行います。

　水質検査を行う項目は次のとおりであり、水道法第20条の厚生労働大臣登録検査機関に

委託して検査します。

（水質検査実施項目）

　①浄水水質基準項目（50項目）の検査

　②原水水質項目（消毒副生成物11項目を除いた39項目）の検査

　③耐塩素病原性微生物（クリプトスポリジウム等）指標菌（大腸菌、嫌気性芽胞菌）

　　　の検査

　④地下水を原水とする場合の追加項目（アンモニア態窒素、侵食性遊離炭酸）の検査

　⑤貯水池水を原水とする場合の追加項目（アンモニア態窒素、化学的酸素要求量

　　　（COD）、生物化学的酸素要求量（BOD）、浮遊物質（SS）、全リン、全窒素）の

　　　検査

　⑥その他必要な項目

　ただし、毎日1回以上の検査が必要な3項目（色、濁り、消毒の残留効果）については、

本市職員による自己検査として行います。

　臨時の水質検査は、水道法施行規則第15条2項に定めるところにより、次に揚げる水質

異常が発生したときに直ちに実施し、水質異常が終息し給水栓の水の安全性が確認される

まで行います。

　　①水源の水質が著しく悪化したとき。

　　②水源に異常があったとき。

　　③　水源付近、給水区域及びその周辺等において消化器系感染症が流行しているとき。

　　④浄水過程に異常があったとき。

　　⑤配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染されたおそれがあるとき。

　　⑥その他特に必要があると認められるとき。
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　水質検査計画は毎事業年度開始前に作成し公表します。また、水道事業の実情に即した

計画書にすべく、毎年の検査結果の評価を行うとともに、皆さまのご意見を参考にさせて

いただきながら、必要に応じて内容を見直してまいります。

　なお、公表の方法は南あわじ市サービスセンターの窓口において閲覧できる他、インタ

ーネットの淡路広域水道企業団ホームページにおいても掲載します。

　また、検査結果につきましても、同様の方法で毎年公表いたします。

（淡路広域水道企業団HPアドレス　http：〃awaji・suidojp1）

淡路広域水道企業団

菰質篠難灘霞搬懸
　　　坐　　　　㎝m炉7

↓

見信し

旦
懇響譲

旦
榔熱轍暴纏癒一

公表

意見

水質検査の公表

お客様

（1）　水質検査の精度

　原則として水質基準値の1110の定量下限値を確保します。

（2）　信頼性の確保

　本市では、水質検査の精度および測定値の信頼性を確保するため、委託検査項目に

ついて正確かつ精度の高い検査体制を備えている検査機関（水道法第20条の厚生労働

大臣登録検査機関）に委託します。
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　水質汚染事故や水系感染症が発生した場合は、兵庫県洲本県民局、兵庫県健康生活部を

はじめとした関係機関と連携して、情報収集および現場調査を行い、適宜適切な対応策を

講じることにより、安全な水道水の安定供給に努めます。

※この水質検査計画についての皆さまのご意見をお寄せください。

※皆さまからのご意見は、今後の水質検査計画の作成にあたり参考にさせていただきます。

この水質検査計画に関するお問い合わせ先

淡路広域水道企業団　南あわじ市サーピスセンター

　〒656－0592

　兵庫県南あわじ市福良甲512番地

　南あわじ市役所（南淡庁舎）

　　TEL：0799－50－3038

　　E－Mail：suidou＠cit　　minamiawa’i　h　o　o　’
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区分

≡　　　　誉盃　…畦≡σ照．・

　　　　　　　項　目 基準値 解　　説

　病
生原
物指
　標

1
一般細菌

100個／ml

　以下

水の一般的清浄度を示す指標であり、平常時は水道水

中には極めて少なく、これが著しく増加した場合には

病原生物に汚染されている疑いがあります。また、消

毒が有効に機能しているかの判断基準にもなります。

2 大腸菌 不検出

ヒト及び動物の糞便中に存在します。水道水中に大腸

菌が検出された場合、糞便に由来する病原菌に汚染さ

れている疑いがあります。

3 カドミウム及びその化合物
0．003㎎

／L以下

鉱山排水、工場排水等から混入することがあります。

イタイイタイ病の原因物質として知られています。

4 水銀及びその化合物
0．0005㎎

／L以下

工場排水、農薬、下水等から混入することがあります。

有機水銀化合物は、水俣病の原因物質として知られて
います。

5 セレン及びその化合物
0．01㎎／L

　以下

生体微量必須元素で自然界に存在しています。半導体

材料、顔料、薬剤等に利用され、工場排水等から混入

する場合があります。

6 鉛及びその化合物
0．Ol㎎／L

　以下

鉱山排水や工場排水等の混入によって河川等で検出

されることがあります。水道水中には含まれていませ

んが鉛管を使用している場合に検出されることがあ
りあます。

7 ヒ素及びその化合物
0．01㎎／L

　以下

鉱山排水、工場排水、農薬等の混入により、河川等で

検出されることがあります。

無
機
物
質
・

重
金
属

8 六価クロム化合物
0。05㎎／L

　以下

クロム鍍金、電池、顔料等に用いられます。鉱山排水

や工場排水等の混入によって河川水等で検出される

ことがあります。

9
シアン化物イオン

及び塩化シアン

0．01mg／L

　以下

自然水中にはほとんど存在せず、シアン化合物を含む

工場排水等の混入によって検出される場合がありま
す。

10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素
10㎎／L

以下

自然界に広く存在しており、窒素肥料、腐敗した動植

物、生活排水、下水に多く含まれています。高濃度に

含まれると幼児にメトヘモグロビン血症を起こすこ
とがあります。

11 フッ素及びその化合物
0．8㎎／L

　以下

自然界に広く分布し、主として地質に由来しますが、

工場排水などによることもあります。適量摂取は虫歯

の予防効果があるとされていますが、高濃度に含まれ

ると斑状歯の症状が現れることがあります。

12 ホウ素及びその化合物
1．0㎎／L

以下

金属表面処理、ガラス工場等用いられます。火山地帯

の地下水や温泉などに含まれる場合があり、工場排水

や温泉等の混入により、河川等で検出されることがあ
ります。

13 四塩化炭素
0．002皿g

／L以下

エアゾル用噴射剤、金属洗浄用溶剤、フロンガスの原

料に用いられます。表流水に混入した場合、短時間で

大気中に揮散するが土壌汚染などにより地下水に検
出されることがあります。

14 1，4一ジオキサン
0．05㎎／L

　以下

溶剤、オイル、ワックス、1，1，1一トリクロロエタン安

定剤等に使われています。有
機
化
合
物

15

シスー1，2一ジクロロエチレン

及びトランスー1，2一ジクロロ

エチレン

0．04㎎／L

　以下

熱可塑性樹脂の原料、溶剤として使われています。地

下水汚染物質として知られています。

16 ジクロロメタン
0．02皿g／

L以下

殺虫剤、塗料等に使われています。地下水汚染物質と

して知られています。

17 テトラクロロエチレン
0．01mg／L

　以下

ドライクリーニング等に使われています。地下水汚染

物質として知られています。
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18 トリクロロエチレン
0．03㎎／L

　以下

金属洗浄用溶剤等に使われています。地下水汚染物質とし

て知られています。
有
機
化
合
物

19 ベンゼン
0．Ol㎎／L

　以下

染料、合成ゴム、有機顔料、医薬品等に用いられます。地

下に浸透すると地下水を汚染するが微生物により緩やか
に分解されます。

20 塩素酸
0．6㎎／L

　以下

水道水の消毒に使用する二酸化塩素や次亜塩素酸ナトリ

ウムから生成されます。

21 クロロ酢酸
0．02㎎／L

　以下

浄水過程で、原水中の一部の有機物質と消毒剤の塩素が反

応して生成されます。

22 クロロホルム
0．06㎎／L

　以下

浄水過程で、原水中の一部の有機物質と消毒剤の塩素が反

応して生成されます。

23 ジクロロ酢酸
0．04㎎／L

　以下

浄水過程で、原水中の一部の有機物質と消毒剤の塩素が反

応して生成されます。

24 ジプロモクロロメタン
0．1㎎／L

　以下

浄水過程で、原水中の一部の有機物質と消毒剤の塩素が反

応して生成されます。消

毒
副
生
成
物

25 臭素酸
0．01㎎／L

　以下

オゾン処理や消毒剤の次亜塩素酸生成時に不純物の臭素

が酸化されて生成します。

26 総トリハロメタン
0．1㎎／L

　以下

クロロホルム、ジブロモクロロメタン、プロモジクロロメ

タン、プロモホルムの合計を総トリハロメタンといいま
す。

27 トリクロロ酢酸
0．2㎎／L

　以下

浄水過程で、塩素処理等により原水中の有機物質と塩素が

反応して生成されます。

28 プロモジクロロメタン
0．03㎎／L

　以下

浄水過程で、塩素処理等により原水中の有機物質と消毒剤

の不純物により生成されます。

29 プロモホルム
0．09㎎／L

　以下

浄水過程で、塩素処理等により原水中の有機物質と消毒剤

の不純物により生成されます。

30 ホルムアルデヒド
0．08㎎／L

　以下

浄水過程で、塩素処理等により、原水中の有機物質と塩素

が反応して生成される。

31 亜鉛及びその化合物
1．0㎎／L

以下

鉱山排水、工場排水等の混入や亜鉛メッキ鋼管からの溶出

に由来して検出されることがあります。高濃度に含まれる

と白濁の原因となります。

32
アルミニウム

及びその化合物

0．2㎎／L

　以下

地質中にもっとも多く含まれる物質です。合金、家庭用品、

電気部品等に用いられ水道では凝集剤として浄水処理に
使われます。高濃度で含まれると白濁の原因となります。

色
33 鉄及びその化合物

0．3㎎／L

　以下

生体必須元素で地質由来のほか、鉄管の使用、鉱山排水、

工場排水の流入で検出されることがあります。高濃度に含

まれると、異臭味（金気臭）や洗濯物の着色（赤褐色）の

原因となります。

34 銅及びその化合物
1．Omg／L

以下

銅山排水、工場排水、農薬等の混入や水道水中には銅管、

真鍮器具等からの溶出に由来して検出されることがあり、

高濃度に含まれると洗濯物や水道施設を青色に着色する
原因となります。

味

覚
35 ナトリウム及びその化合物

200㎎／L

　以下

工場排水や海水または塩素処理等の水処理に由来し、人体

には大量に摂取されています。自然水中に広く存在し、高

濃度に含まれると味覚を損なう原因となります。

色 36 マンガン及びその化合物
0．05㎎／L

　以下

生体微量必須元素であり地質中に広く分布する元素のひ
とつ。乾電池、医薬品、合金等に用いられます。河川水中

には濁度に相応して含まれ、高濃度に含まれると酸化して

黒く着色することがある。
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37 塩化物イオン
200㎎／L

　以下

地質、下水、家庭排水、工場排水及びし尿等の混入により

検出され、高濃度に含まれると味覚を損ないます。多くが

地質に由来しますが、下水、工場排水、し尿等の混入によ

って増加します。

味
覚

38
カルシウム、

マグネシウム等（硬度）

300㎎／L

　以下

硬度とは、カルシウムとマグネシウムの合計量をいい、主

に地質に由来します。硬度が低いと淡白な味に、高くなる

と硬くてしつこく、口に残るような味になります。適度に

含まれると、こくのあるまろやかな味となります。また、

硬度が高いと石鹸の泡立ちを悪くします。

39 蒸発残留物
500㎎／L

　以下

水中に溶解又は浮遊している物質の総量をいい、水の一般

的性状を示す水質指標のひとつです。主にミネラルの含有

量を示します。蒸発残留物の量が多いと苦味、渋味等が増

し、適度に含まれると、こくのあるまろやかな味になりま
す。

発

泡
40 陰イオン界面活性剤

0．2㎎／L

　以下

生活排水や工場排水等の混入に由来し、高濃度に含まれる

と水の発泡の原因となります。

に

お
い

41 ジェオスミン
0．00001

㎎／L以下

アナベナ属やフォルミジウム属などの藍藻類が産生する
かび臭原因物質で、活性炭処理により除去します。

42 2一メチルイソボルネオール
0．00001

㎎／L以下

アナベナ属やフォルミジウム属などの藍藻類が産生する
かび臭原因物質で、活性炭処理により除去します。

発
砲

43 非イオン界面活性剤
0．02㎎／L

　以下

洗剤、乳化剤等に用いられます。家庭下水、工場排水等の

混入により検出されることがあります。

に

お
い

44 フェノール類
0．005皿g

／L以下

防腐剤、医薬品、合成樹脂等に用いられます。自然水に含

まれることはなく、化学工場排水等の混入により河川水等

で検出されることがあります。微量であっても異臭味の原

因となります。

味
覚

45
有機物
（全有機炭素（T㏄）の量）

3㎎／L

以下

有機物等による汚染の度合いをあらわす。し尿、下水、工

場排水等の混入により増加する。多く含まれると味を悪く

する原因となる。土壌由来のほか、し尿、下水、工場排水

等の混入により増加します。有機物汚染の指標です。

46 pH値 5．8－8．6

酸・アルカリの液性を示すもので0から14の数値で表さ

れます。pH値が7．0のときは中性をあらわし、これより数

値が大きくなるとアルカリ性、小さくなると酸性が強くな
ります。

47 味 異常なし
地質に由来するほか、海水、工場排水の混入や藻類等生物

の繁殖に起因し、水の味が異なって感じられます。
基
礎
的

性
状

48 臭気 異常なし
水の臭気は、化学物質による汚染、工場排水、藻類の繁殖、

下水の混入及び地質等に起因し、感じ方に違いが表れます。

49 色度 5度以下
水についている色の程度を示すもので、基準値以下であれば、

ほぼ無色な水です。

50 濁度 2度以下
水の濁りの程度を示すもので、基準値以下であれば、ほぼ透
明な水です。
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